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第
三
に
は
、
併
行
講
座
は
従
来
そ
の
一
つ
を
履
修
す
れ
ば
他
方
は
採
る
こ
と
が
出

来
ず
、
学
生
よ
り
両
方
の
選
択
を
認
め
よ
と
の
希
望
が
あ
つ
た
が
、
之
も
改
正
し

一
併
行
講
座
の
一
を
必
修
と
す
れ
ば
他
方
は
第
二
種
選
択
科
目
と
し
て
選
択
を
認

め
る
。

第
四
は
必
修
科
目
の
問
題
で
、
今
ま
で
必
修
科
目
は
各
学
年
に
就
て
固
定
し
て
ゐ

た
が
今
回
は
こ
の
必
修
科
目
数
は
変
更
せ
ず
、
た
寸
一
、
二
年
の
必
修
科
目
を
相

互
的
に
融
通
出
来
る
こ
と
、
す
る
。
但
、
必
修
の
中
法
律
科
目
は
順
列
が
必
要
な

為
め
除
外
す
る
。
即
ち
今
迄
の
全
必
修
科
目
中
法
律
以
外
の
科
目
に
対
し
て
は
一
、

二
両
学
年
に
て
規
定
さ
れ
た
数
だ
け
、
学
生
が
当
該
学
年
の
履
修
科
目
を
選
択
融

通
し
う
る
目
由
が
与
へ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

第
五
「
優
良
可
」
の
採
点
制
度
に
関
し
て
、
現
在
は
就
職
線
上
の
要
求
の
為
、
学

生
が
優
の
数
を
目
的
と
し
て
科
目
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
り
、
大
学
の
生
命
た
る
学
問

の
真
撃
な
研
究
に
多
く
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
為
、
之
を
改
め
る
こ
と
に
意

見
一
致
し
た
が
但
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
一
律
に
之
を
徹
廃
し
全
科
目
を
「
合
格

・
不
合
格
」
で
採
点
す
る
か
、
必
修
科
目
に
於
て
の
み
「
優
良
可
」
採
点
を
存
続

す
る
か
或
は
選
択
科
目
の
採
点
発
表
を
卒
業
時
に
於
て
の
み
行
ふ
か
等
々
の
多
く

の
案
が
出
て
遂
に
決
せ
ず
之
は
八
日
の
教
授
会
に
て
決
定
を
求
め
る
こ
と
、
な
つ

た
。
第
六
、
高
商
時
代
の
専
攻
部
に
於
け
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
他
の
科
目
全
体
と
同
等

の
地
位
に
お
か
れ
て
ゐ
た
程
で
あ
つ
た
が
、
現
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
は
る
か
に
軽

視
さ
れ
、
実
質
も
低
下
し
て
ゐ
る
状
態
で
あ
り
、
大
学
の
本
質
を
生
か
す
意
味
か

ら
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
重
視
し
て
、
そ
の
採
点
の
単
位
を
増
加
す
る
案
も
最
終
決
定

に
は
至
ら
な
か
つ
た
が
、
教
授
会
の
正
式
討
議
の
際
に
は
大
い
に
有
望
で
あ
る
。

第
七
、
学
制
改
革
要
望
の
一
大
根
拠
で
あ
り
、
又
全
学
的
に
も
最
近
も
つ
と
も
問

題
と
な
つ
て
い
た
法
学
振
興
の
為
の
対
応
策
に
関
し
て
、
積
極
的
に
は
法
律
科
目

の
採
点
単
位
数
を
増
加
す
る
事
、
消
極
的
に
は
、
必
修
に
つ
い
て
の
み
「
優
・
良
・

可
」
を
発
表
す
る
こ
と
、
こ
の
両
案
を
中
心
に
多
く
の
案
が
提
議
さ
れ
た
が
、
結

局
之
も
既
述
の
第
四
の
採
点
制
度
改
良
と
密
接
な
関
係
あ
り
、
最
後
的
断
案
を
見

ず
、
教
授
会
に
て
審
議
す
る
こ
と
・
な
つ
た
が
、
結
局
今
回
の
新
改
正
案
に
は
、

右
二
案
を
中
心
と
し
た
、
多
く
の
具
体
的
法
学
更
生
諸
制
度
が
盛
ら
れ
る
も
の
と

見
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
五
七
号
（
昭
和
十
二
年
十
一
月
十
日
）

⑨
新
時
代
に
対
応
し
一
橋
の
学
問
を
確
保

　
学
生
の
協
力
を
求
め
て
「
一
橋
論
叢
」

準
備
進
む

既
報
の
本
学
月
刊
雑
誌
「
一
橋
論
叢
」
発
行
準
備
は
其
の
後
大
い
に
進
み
、
今
月

一
日
編
集
委
員
会
を
開
き
、
種
々
相
談
を
行
つ
た
結
果
、
創
刊
の
明
年
一
月
は
、

「
戦
時
経
済
」
号
に
、
二
月
は
「
ド
イ
ツ
文
化
特
集
」
号
に
決
定
を
見
、
目
下
執

筆
者
を
交
渉
中
で
あ
る
が
創
刊
号
の
内
容
は
、
大
体
論
文
、
学
界
展
望
、
書
評
、

書
籍
解
題
等
で
、
執
筆
者
は
上
田
学
長
を
は
じ
め
、
三
科
の
中
堅
新
進
を
網
羅
す

る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
二
橋
論
叢
」
刊
行
の
方
針
に
つ
き
、
各
委

員
の
間
に
可
成
り
突
込
ん
だ
意
見
交
換
が
行
は
れ
た
模
様
で
本
学
そ
れ
自
体
の
歴

史
に
と
つ
て
も
、
同
誌
の
発
刊
は
ま
さ
に
画
期
的
意
義
を
有
す
る
こ
と
、
な
ろ
う
。

即
ち
、
曽
て
本
学
関
係
者
間
に
於
て
は
「
企
業
と
社
会
」
「
大
学
と
社
会
」
等
、
月

刊
雑
誌
発
行
の
挙
は
度
々
く
り
か
へ
さ
れ
、
何
れ
も
そ
の
当
時
に
於
け
る
歴
史
的

任
務
を
果
し
て
廃
刊
す
る
か
、
或
は
失
敗
に
終
る
か
を
繰
返
し
て
き
た
が
今
回
の

そ
れ
は
従
来
の
同
種
刊
行
物
に
比
し
次
の
諸
点
に
つ
き
は
る
か
重
大
な
意
義
を
有

つ
も
の
で
あ
る
。
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第
一
に
最
近
我
国
社
会
の
非
常
な
る
変
革
期
に
直
面
し
て
大
学
そ
れ
自
体
が
切
実

に
要
求
さ
れ
る
べ
き
転
換
乃
至
は
革
新
の
気
運
が
内
部
的
に
生
成
し
て
来
た
た
め

来
る
べ
き
新
時
代
に
於
て
、
一
橋
の
学
問
的
存
在
を
主
張
し
或
は
確
保
せ
ん
と
す

る
有
カ
な
る
手
段
で
あ
る
。

次
に
、
此
の
目
標
に
於
て
単
に
教
授
側
の
月
刊
誌
で
な
く
、
学
生
の
協
力
を
求
め

如
水
会
の
援
助
を
得
て
、
一
橋
全
体
と
し
て
斯
か
る
意
義
を
貫
徹
せ
し
め
る
為
め
、

編
集
委
員
会
で
は
、
ち
か
く
学
生
代
表
、
一
橋
会
理
事
会
方
面
と
の
懇
談
会
を
ひ

ら
く
意
向
で
あ
る
。

尚
そ
の
意
義
か
ら
、
又
経
済
的
基
礎
を
確
立
す
る
意
味
か
ら
も
、
学
生
が
同
誌
を

一
律
に
購
読
す
る
や
う
な
方
法
が
考
慮
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
五
七
号
（
昭
和
十
二
年
十
一
月
十
日
）

ω
優
良
可
廃
止
に
異
論
　
現
状
の
維
持
に
決
る

　
採
点
を
厳
格
に
行
ふ
第
四
回
委
員
会
の
経
過

去
る
二
十
二
日
（
月
）
第
四
回
学
制
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
先
づ
前
回
持
越
の
第
二

学
年
履
修
科
目
選
択
数
の
制
限
が
討
議
さ
れ
、
従
来
「
優
」
稼
ぎ
を
目
的
と
し
て

二
十
単
位
も
二
十
一
単
位
も
採
る
者
が
出
る
や
う
な
幣
が
あ
つ
た
の
で
、
今
後
は

之
を
十
六
単
位
以
下
に
制
限
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
次
に
「
優
農
可
」
廃
止
に

つ
い
て
は
、
之
を
行
ふ
と
、
大
学
と
し
て
、
特
異
な
技
能
を
も
つ
学
生
を
社
会
に

推
薦
で
き
ぬ
こ
と
と
な
る
た
め
、
強
硬
な
反
対
が
あ
り
、
且
つ
前
項
の
制
限
に
よ

り
幾
つ
か
「
優
」
稼
ぎ
の
幣
を
矯
め
う
る
こ
と
、
な
る
の
で
、
今
回
「
優
良
可
」

の
採
点
制
度
は
遂
に
現
状
維
持
に
決
し
た
。
同
時
に
、
採
点
を
厳
に
し
て
、
教
授
、

学
生
の
精
神
振
粛
を
は
か
る
。
即
ち
現
在
三
学
年
試
験
で
一
単
位
以
上
不
合
格
の

場
合
は
卒
業
不
能
で
あ
つ
た
が
、
之
を
「
三
単
位
以
上
」
の
規
定
に
緩
和
し
、
そ

の
代
り
に
採
点
を
厳
格
に
し
、
今
後
は
三
単
位
以
上
不
合
格
の
場
合
は
全
然
落
第

す
る
。
大
体
右
の
成
果
を
以
て
、
来
年
度
レ
ア
プ
ラ
ン
編
成
に
遭
進
す
る
に
決
し
、

今
回
の
学
制
改
革
は
、
来
年
度
レ
ア
プ
ラ
ン
に
間
に
合
は
す
た
め
、
時
問
も
な
く
元

々
暫
定
案
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
根
本
的
改
革
は
来
年
度
に
ゆ

づ
る
こ
と
と
し
、
更
に
そ
の
根
本
的
改
革
に
就
い
て
は
、
第
一
に
学
校
の
方
向
づ

け
即
ち
一
橋
学
園
と
し
て
来
る
べ
き
我
国
社
会
機
構
の
変
化
に
沿
ひ
新
時
代
に
対

す
る
積
極
的
建
設
を
行
ふ
た
め
、
現
行
学
制
を
如
何
に
そ
の
根
底
よ
り
建
て
直
す

べ
き
か
、
第
二
に
、
一
橋
学
園
の
伝
統
に
沿
ひ
、
本
予
科
の
有
機
的
連
帯
強
化
と
、

本
・
予
・
専
三
位
一
体
促
進
の
為
め
い
か
に
本
学
独
特
の
制
度
を
布
く
べ
き
か
、

と
い
ふ
二
大
課
題
を
中
心
に
現
制
度
の
徹
底
的
改
革
を
目
指
し
、
新
な
機
関
を

以
て
適
進
す
る
に
意
見
の
一
致
を
見
今
回
の
委
員
会
は
一
応
そ
の
任
務
を
果
し
た

故
之
を
以
て
打
切
る
こ
と
と
な
つ
て
散
会
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
五
八
号
（
昭
和
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
）

㎝
雑
誌
基
礎
確
立
の
為
先
輩
の
購
読
を
要
請

　
学
生
は
全
部
購
買
に
決
る

　
論
叢
委
員
、
各
方
面
と
折
衝

一
橋
論
叢
編
集
委
員
会
は
か
ね
て
よ
り
学
生
側
と
の
連
絡
を
希
望
し
て
ゐ
た
が
去

月
十
九
日
（
金
）
教
官
食
堂
に
て
学
生
側
と
の
最
初
の
打
合
せ
を
行
つ
た
。

増
地
、
猪
谷
、
井
藤
、
山
口
、
太
刀
川
各
委
員
と
、
本
科
及
び
専
門
部
理
事
出
席

し
、
先
づ
委
員
会
側
よ
り
、
論
叢
は
本
学
初
の
月
刊
雑
誌
で
あ
り
、
時
代
に
伴
ひ
、

本
学
の
積
極
的
発
展
を
賭
し
た
画
期
的
事
業
で
も
あ
る
所
以
を
力
説
、
此
の
際
学




